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西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2015 年 

  1 月 

 

246号 

日
建
学
院 

青
梅
認
定
校 

（
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
） 

あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す 

日 

建 

学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電 

話  

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

株
式
会
社 

エ 

コ 

ワ 

ス 

代
表
取
締
役 

森 

屋 

光 

石 
 

立
川
市
柴
崎
町
三
‐
一
三
‐
一
九 

電 

話  

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
五
‐
一
九
一
五 

 

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八 

王 

子 

鈴 

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電 

話  

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

 

ム
サ
シ
建
設
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

篠 

原 

嗣 

雄 
 

台
東
区
東
上
野
一-

二
四
‐
二 

山
茂
ビ
ル
三
階 

      

電 

話  

〇
三
‐
三
八
三
五
‐
三
六
三
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  

〇
三
‐
三
八
三
四
‐
七
七
九
三 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一
六 

電 

話 
 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

     

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

弘 

和 

産 

業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

野
口 

 

明 

青
梅
市
今
井
三
‐
三
‐
十
二 

電 

話 
 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
一 

     

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
二
八
一
八 

 

   安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電 

話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
製
品
、
製
造
販
売 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
営
業
所
・
青
梅
工
場 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
 

電 

話  
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

 

法 

面 

保 

護 

工 

事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

        

電 

話  

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

       
 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

 

積

算

資

料
電

子
版 

一
般
財
団
法
人

経
済
調
査
会 

 
 

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
‐
一
三-

一
六 

 
 
 
 
 
 
 

東
銀
座
三
井
ビ
ル 

 
 
 
   

電 

話  

〇
三
‐
三
五
四
二
‐
九
二
九
一 

        
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
三
‐
三
五
四
三-

一
九
〇
四 

 

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
販
売 

株
式
会
社 

中
村
建
材
工
業 

代
表
取
締
役 

中 

村 

常 

一 

あ
き
る
野
市
雨
間
三
二
二
―
一 

 
 
 

電 

話 
 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
二
八 

      

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
八
‐
〇
〇
四
五 

株
式
会
社 

イ
ー
エ
ス
ピ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 

イ
ー
グ
ル
警
備 

代
表
取
締
役 

高 

橋 

美 

作 
 

羽
村
市
富
士
見
平
二
‐
一
‐
五 

 

 
 
 
  
 
 

電 

話 
 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
五 

 
   

   
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
七
〇
‐
〇
六
三
八  

 

 

   

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 
 
 
 

野 

村 

有 

信 

 

を
頂
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
二
月
の
都
知
事
選
挙
で
、
我
が
党
が

推
し
た
舛
添
知
事
が
誕
生
し
、
よ
う
や
く
知
事
と
議

会
が
力
を
合
わ
せ
、
「
東
京
を
世
界
で
一
番
の
都
市

に
す
る
」
と
い
う
共
通
の
目
標
に
、
都
政
が
進
み
始

め  

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
都
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力 

 

迎 

春 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す  

「
景
気
回
復
、
こ
の
道
し
か
な
い
。
」 

衆
議
院
内
閣
委
員
長 

衆
議
院
議
員 

井 

上 

信 

治 
 

 
 新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

細
沼
順
人
理
事
長
を
は
じ
め
西
多
摩
建
設
業

協
同
組
合
の
皆
様
が
日
々
、
西
多
摩
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。 

昨
年
二
月
の
豪
雪
の
際
に
も
多
く
の
組
合
員

の
皆
様
が
除
雪
作
業
に
従
事
さ
れ
る
等
、
皆
様
の

活
動
が
西
多
摩
を
支
え
て
い
る
と
、
強
く
実
感
致

し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
末
の
第
四
十
七
回
衆
議
院

総
選
挙
に
お
い
て
は
、
絶
大
な
る
ご
支
援
を
頂

き
、
お
か
げ
さ
ま
で
一
〇
〇
〇
八
一
票
、
都
内
最

高
の
得
票
率
六
一
．
二
％
で
五
期
目
の
当
選
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
年
は
、
そ
の
総
選
挙
で
国
民
の
皆
様
に
訴

え
、
約
束
し
た
こ
と
を
確
実
に
実
現
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
景
気
回
復
で
す
。 

 

 

経
済
財
政
政
策
等
を
担
当
す
る
内
閣
委
員
長
と
し 

て
も
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
地
方
や
中
小
企
業
に
も
政
策
効
果
を
波
及

さ
せ
、
国
民
が
実
感
で
き
る
本
当
の
景
気
回
復
を

実
現
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
地
方
創
生
や
国
土

強
靭
化
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
来
年
度
ま
で
、
公
共
事
業
予
算
を
三
年
連

続
で
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
復

興
を
成
し
遂
げ
、
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
万
全
の
状
態
で
迎
え
る
た
め
に

も
、
人
手
不
足
や
資
材
・
燃
料
価
格
の
高
騰
等
、

業
界
が
直
面
す
る
課
題
も
解
決
す
べ
く
、
全
力
を

尽
く
し
て
参
り
ま
す
。 

私
た
ち
の
西
多
摩
に
お
い
て
は
、
昨
年
六
月
に

は
圏
央
道
と
東
名
高
速
の
接
続
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
末
ま
で
に 

は
圏
央
道
を
さ
ら
に
東
北
道
ま

で
延
伸
さ
せ
、
国
道
十
六
号
線
の

拡
幅
工
事
も
完
成
さ
せ
る
予
定

で
す
。
地
元
・
西
多
摩
選
出
の
国

会
議
員
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
地
域
経

済
の
活
性
化
等
に
よ
り
、
皆
様
と

協
力
し
な
が
ら
「
西
多
摩
の
地
方

創
生
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が

皆
様
に
と
っ
て
良
き
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

  

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 
 

理
事
長 

 

細 

沼 

順 

人 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
組
合
員
の
皆
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
景
気
の
回
復
基
調
が
実
感
し
始
め
ら
れ

た
中
、
建
設
業
界
に
と
っ
て
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
た
イ
ン
フ
ラ
や

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
に
か
か
わ
る
新
規
工

事
が
着
工
し
始
め
て
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。 

建
設
業
界
に
携
わ
る
我
々
に
と
っ
て
は
業
績
回

復
へ
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
が
、
部
材

お
よ
び
資
材
価
格
の
高
騰
や
人
手
不
足
に
代
表
さ

れ
る
諸
問
題
は
、
先
手
を
打
っ
て
対
応
を
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
い
え
ど
も

大
変
苦
慮
し
て
い
る
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。 

仕
事
が
少
な
い
時
は
大
き
な
会
社
か
ら
順
に
受 

注
す
る
の
に
、
仕
事
が
多
い
時
に
は
資
材
や
人
材 

 

は
大
き
な
順
に
確
保
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

我
々
地
域
建
設
業
は
常
に
厳
し
い
環
境
下
に
は
あ

り
ま
す
が
、
建
設
業
全
体
と
し
て
は
フ
ォ
ロ
ー
の

風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
西
建
協
の
仲
間
と

共
に
、
昨
年
行
っ
た
若
年
者
の
入
職
促
進
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
従
来
の
事
業
に
加
え
、
共
同
購
買
の
検

討
な
ど
あ
ら
ゆ
る
勝
ち
残
り
戦
略
を
講
じ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
各
社
が
よ
り

一
層
自
力
を
高
め
、
強
い
組
織
と
し
て
自
分
の
地

元
を
自
分
た
ち
で
守
り
抜
く
西
建
協
に
し
て
い
く

こ
と
が
、
志
の
あ
る
地
域
の
若
者
を
建
設
業
界
に

呼
び
込
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。 

ま
た
、
雪
害
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
対

策
に
関
し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
期
待
も
大
き 

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
西
建
協
の
仲
間
二
十
五

名
で
震
災
復
旧
等
で
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
宮
城
県
中
小
建
設
業

協
会
の
方
々
と
現
場
視
察
並
び

に
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 
 

災
害
が
起
こ
っ
た
後
の
復
旧
能

力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す

が
、
想
定
さ
れ
る
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
予
防
処
置
は
そ
れ
以

上
に
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
頭

に
あ
た
り
、
未
来
に
続
く
西
多
摩

の
礎
を
築
く
た
め
、
組
合
員
各
社

の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
大

切
な
仲
間
た
ち
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

  

め
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
へ
の
万
全
の
準
備
を

始
め
、
東
京
の
活
力
と
魅
力
を

高
め
る
施
策
を
精
力
的
に
進
め 
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事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他 

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

 

電 

話  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

細
沼 

順
人 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 
 
 

電 

話 
  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 
 
 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅 

尾 

洋 

和 
 

日
の
出
町
平
井
三
四
‐
一 

       

電 

話  

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
〇
七
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
〇
四
二
五 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

 

昭
石
加
工
株
式
会
社 

 

電 

話 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 
 
 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電 

話  
〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

                                   

   砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
・
製
造
販
売 

共
同
企
業
体 

西
多
摩
ア
ス
コ
ン 

 
 

 

日
出
町
大
久
野
七
九
一
八
‐
一 

 
 
 
 

電 

話 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
七
一
〇
九 

 
 
 

 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
八
八
‐
七
七
一
七 

 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 
 
  

電 

話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 
 
 
  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

 

式

場

使

用
料
無
料 

そ
う
し
ん
ホ
ー
ル
青
梅 

 
 

 
 

 

青
梅
市
末
広
町
一-

二-

一 

 
 
 
 

電 

話  

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
四
四 

 
 
 
 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
四
四
六
六 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

      

電 

話 
 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 
 
  
  

 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

      

電 

話  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

 
   

  
 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三  

有
限
会
社 

丸  

善  

産  

業 

代
表
取
締
役 

田 

村 
  

栄 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  

 

電 

話  

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 
 
  

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

                                    

 

新
年
を
迎
え
て 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

島 

田 

幸 

成 
 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
は
、
厳
し
い
寒
さ
で
は
あ
っ
た
も
の
の
穏

や
か
な
正
月
で
あ
り
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
旧
年

中
は
様
々
な
工
事
や
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域

社
会
の
た
め
に
お
力
を
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
平
素
は
暖
か
い
ご
支

援
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
現
在
、
東
京
都
議
会
に
て
都
市
整
備
委
員

会
委
員
長
を
勤
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
都
市
整

備
委
員
会
に
お
い
て
、
羽
村
駅
西
口
の
区
画
整
理

計
画
が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
の
二
月
に
も
あ

き
る
野
市
に
あ
り
ま
す
武
蔵
五
日
市
線
武
蔵
引
田

駅
周
辺
の
区
画
整
理
計
画
が
審
議
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
瑞
穂
町
地
区
新
青
梅
街 

き
た
土
砂
崩
れ
に
よ
る
大
災
害
を
踏
ま

え
、
自
然
災
害
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少

子
高
齢
化
、
格
差
の
拡
大
、
社
会
保
障

の
充
実
、
女
性
の
活
躍
な
ど
様
々
な
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
、
地
域
の
皆

様
が
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

本
年
も
精
一
杯
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。 本

年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す 

  

道
の
拡
幅
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
先
に
は
悲
願
で
あ
る
東
京
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
の
上
北
台
か
ら
瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
ま

で
の
延
伸
も
視
野
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
燃
料
電
池
車
を
使
用
し
た
水
素

社
会
の
実
現
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の

東
京
の
姿
も
見
据
え
な
が
ら
、
世
界
の
手

本
と
な
る
計
画
を
舛
添
知
事
が
中
心
と
な

っ
て
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
も
是
非
、
期
待
を
い
た
だ
き
オ

ー
ル
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成
功
に
導
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
西
多
摩
地
域
を
見
渡
す
と
、
都

市
基
盤
の
整
備
、
促
進
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
加
え
て
、
広
島
県
や
伊
豆
大
島
で
起 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
平
成

二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と

と
存
じ
上
げ
ま
す
。 

細
沼
理
事
長
を
始
め
西
建
協
の
皆
々
様
に
は
、

日
頃
か
ら
の
ご
支
援
に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
年
間
選
挙
の
な

い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
政
治
の
世
界
は
一

寸
先
は
闇
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。 

二
月
に
は
都
知
事
選
挙
、
十
二
月
に
は
衆
議
院
総

選
挙
と
大
き
な
選
挙
が
続
き
ま
し
た
。 

東
京
都
で
は
舛
添
新
知
事
が
誕
生
し
、
わ
が
都

議
会
自
民
党
と
し
っ
か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

「
東
京
を
世
界
で
一
番
の
都
市
に
」
を
政
策
に
掲 

 

げ
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
何
と
し
て
も
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
史
上

最
高
の
形
で
成
功
さ
せ
、
そ
れ
を
大
き
な

バ
ネ
と
し
て
、
東
京
の
二
十
年
先
、
五
十

年
先
の
未
来
が
、
私
た
ち
の
子
孫
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
東
京
の
姿
を
実
現
さ
せ

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
ず
災
害
に
強
い
東
京
を
つ
く
る
こ

と
。
高
齢
者
も
障
害
者
も
、
日
本
の
将
来

を
担
う
子
供
達
も
安
心
し
て
暮
せ
る
「
幸

福
実
感
社
会
」
を
目
指
す
こ
と
。
力
強
い

経
済
で
東
京
か
ら
日
本
を
変
え
る
。
東
京

か
ら
景
気
回
復
、
経
済
再
生
を
牽
引
し
て 

い
く
こ
と
。「
人
と
物
」
の
流
れ
が
ス
ム 

 
ー
ズ
に
行
き
か
う
首
都
圏
で
、
道
路
、

空
港
、
港
の
整
備
促
進
を
計
り
、
活
気

の
ア
ッ
プ
を
実
現
す
る
。
課
題
は
山
積

し
て
ま
す
。 

国
も
都
も
今
、
経
済
再
生
の
ギ
ア
を

ア
ッ
プ
さ
せ
再
稼
働
が
始
ま
り
ま
し

た
。
地
方
創
生
、
地
方
の
中
小
企
業
が

早
い
う
ち
に
景
気
が
実
感
で
き
る
よ

う
に
私
も
都
議
会
の
場
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

結
び
に
、
西
建
協
並
び
に
会
員
の
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、

更
な
る
ご
発
展
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 

「
東
京
を
世
界
で
一
番
の
都
市
に
！
」 

 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

林 

田 
 
 

武 
 

謹 

賀 

新 

年 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
す 
て
行
き
ま
す
。
一
方
、
昨
年
来
、
各
地
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
相
次
い
で
お
り
、
首
都
直
下
型
地

震
や
土
砂
災
害
等
へ
の
対
応
な
ど
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
青
梅
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
大
手
企
業
の
撤
退
、
産
業
の
空
洞
化
、
少
子

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
つ
つ
あ
る
中
、
税
収

の
落
ち
込
み
や
福
祉
・
保
健
・
医
療
対
策
等
に
か

か
る
経
費
の
増
大
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
金
の
削 

 

減
な
ど
、
皆
様
が
承
知
の
通
り
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
西
多
摩
格
差
解
消
の
た

め
に
も
、
地
元
青
梅
市
・
西
多
摩
の
都
市

基
盤
整
備
が
必
要
で
西
多
摩
建
設
業
協

同
組
合
の
会
員
の
皆
様
を
中
心
に
、
都
市

基
盤
整
備
工
事
・
災
害
復
旧
工
事
等
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
予
算
を
獲
得

し
て
ま
い
り
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開 

 

催
を
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
が
、
直
接
に

は
開
催
地
域
で
な
い
三
多
摩
地
域
が
将

来
プ
ラ
ス
に
な
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
念
願
し
ま
す
。 

 

結
び
に
、
貴
組
合
並
び
に
会
員
各
企

業
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

  



 


